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刊行にあたって

本書は、長崎県立諌早高等学校の図書館棟増設工事に伴い平成27年度に実施した「諌

早家御屋敷跡Jの発掘調査報告書です二

「諌早家御屋敷跡Jは、中世山城・高城城(別名亀城・諌早城)の麓に築かれた諌早領

の領主・諌早氏の居館跡で、「諌早陣屋Jとも呼ばれました。中世に高来郡伊佐早を支配

していた西郷氏にかわり初代諌早家・龍造寺家晴が領主となったのは 1587(天正 15)年の

ことで、 2代直孝の代に「諌早Jを一族の姓としました。その後、諌早氏は佐賀藩主である

鍋島氏から親類同格の地位を与えられ、重臣として藩政を担っていきます二そうした中で、

諌早家御屋敷は『領主の居館兼役所』として領の政治を司る重要な場所でした。

御屋敷は明治まで存続していましたが、 1923(大正 12)年に長崎県立諌早高等学校の前

身である諌早中学校(旧制)設立に伴い建物のほとんどが解体され、現在では池泉回遊式

庭園と移築された御書院に当事の面影を偲ぶことができます二

今回の調査では、屋敷本体の礎石を上下2段に重なるように検出し、少なくとも 2面の建

物遺構があることが判りました。屋敷建物の変遷を考えるうえで大変興味深いものです二

この発掘調査に関する諌早市教育委員会文化財課をはじめ諌早市立図書館、諌早市美術・

歴史館、長崎県立諌早高等学校など多くの方々のご協力に深く感謝申し上げますとともに、

この調査成果が学術的に広く活用され、さらには地域の方々の郷土を理解する資料として役

立てていただければ幸いです二

平成29年 3月31日

長崎県教育委員会教育長

池松誠二



例日

1.本書は長崎県立諌早高等学校図書館棟増築工事に伴って平成 27年度に実施した諌早家御屋敷跡

の発掘調査報告書である。

2. 本書は平成27年度長崎県立諌早高等学校の図書館棟改修工事に係る埋蔵文化財発掘報告書作成費

にもとづいて発行した。

3.諌早家御屋敷跡の発掘調査は長崎県埋蔵文化財センターが担当した。

4.発掘調査期間と調査組織は以下の通りである。

(1)範囲確認調査

平成 27年 8月 24'"'-'8月 28日

長崎県埋蔵文化財センター

所長(当時)

調査課長

調査課主任文化財保護主事

調査課文化財調査員

(2)本調査

(調査番号:ISA201510) 

山本忠敬

川 道 寛

松元 ごt丘口三

前 回加美

平成 28年 2月 22日'"'-'3月 18日(調査番号 ISA201518) 

長崎県埋蔵文化財センター

所長(当時) 山本忠敬

調査課長 川 道 寛

調査課主任文化財保護主事 松元 、1兵口十一
調査課文化財調査員 前田加 美

5.本調査の準備及び調査において、諌阜市教育委員会、諌早市立図書館、諌早市美術・歴史館の

協力を得た。

6.本書に収録した遺構・遺物の実測および製図は長崎県埋蔵文化財センターが行った。

7.遺物の実測、及び製図は宮木貴史・前田が担当し、山梨千晶の協力を得た。

8.金属製品の保存処理は業務は長崎県埋蔵文化財センターで行い、片多雅樹、今西亮太、鮫島葵が

す旦当した。

9.本文の石器については川道寛、縄文土器については古津義久、その他前回が執筆した。

10. 本書収録の遺物、図面、 写真類は長崎県埋蔵文化財センターで保管している。

11.平面直角座標は世界測地系を、方位は座標北を用いている。

12.空中写真撮影業務は東E航空技研株式会社に委託した。

13. 基準点測量業務は株式会社フ。ロレリ ックに委託した。

14.本書の編集は松元の協力を得て前田が行った。
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第 I章 地理的環境・歴史的環境

1.地理的環境
諌早市は長崎県の中央部に位置し、北は大村市及び佐賀県藤津郡太良町、西は長崎市と西彼杵郡長

与町、東は雲仙市と接する。市域の北側には多良山系の山々がそびえ、西側は長崎半島、南側は島原

半島の付け根となっている。また、市域の北西側に大村湾、東側に有明海、南側に橘湾の3つの海に

固まれ、大村湾と諌早湾が内陸へ迫り極端に狭まった所を諌早地峡と呼ぶ。諌早家御屋敷跡は、この

諌早地峡にある。この一帯は、佐賀・長崎・島原を結ぶ交通の要衝であり、奈良時代には「船越駅J(現

在の船越町付近)が置かれたことが『延喜式j](927年)に記されている。

市域の東側に広がる諌早湾は、海流によって運ばれた阿蘇山の火山灰が堆積することによって遠浅

の干潟を形成している。平地が少ない諌早では、古くから干拓が盛んに行われてきた。1330(元徳2)

年頃の『深江文書』には「船越村(現在の船越町付近)Jに「新地」の記述があり、これが干拓の最

も古い記録とされる。この記録以前から、自然陸化した土地の開墾は行われてきたと考えられている。

17 世紀頃になると人工的な干拓が盛んに行われた。 地名に見る I~龍(こもり) J は龍式干拓、 I~開」

は閉式干拓によって農地化された名残である。

市内を流れる本明川|は、延長約 28km、支流 34本の長崎県下で唯一の一級河川である。水源は北の

多良山系の玉家原岳南西斜面で、上流から山麓までの急斜面を流下すると、南に緩やかに流れ、市街

地の天満町、宇都町付近で東に向きを変えて諌早湾に注ぐ。山から海までの距離が短く急勾配という

地理的要因から、降雨量により流水量が急増しやすく度々水害を引き起こしている。1699(元禄 12)

第 1図長崎県地図



年の大洪水では487名の死者を出している。当事の領主・諌早家7代茂晴は、領の息災祈願と水難者

供養を発願し、本明川水源地の玉家原岳富川渓谷の岩壁に五百羅漢を刻ませた。 1709(宝永 6)年に

完成した富側渓谷の五百羅漢は県指定史跡になっている。諌早の眼鏡橋もまた洪水と深い係わりがあ

る。この眼鏡橋は洪水に耐えられる頑丈な橋として長崎の眼鏡橋を手本に 1839(天保 10)年に眼鏡

橋に完成した。 1957(昭和 32)年の諌早大水害 (市内の死者・行方不明者 586名)において眼鏡橋

は無傷で、あったが、頑丈な橋脚が浮流物をせき止めたため被害が拡大したとされた。被災後の河川拡

幅改修工事により眼鏡橋の解体が計画されたが、眼鏡橋を保存する運動が起こり、翌年の 1958(昭

和 33)年に国指定重要文化財となった。橋は 1959(昭和 34)年から 1年かけて元位置から西に約

500 m離れた諌早公園内に移築された。同公園には諌早大水害の慰霊碑が建てられている。

2. 歴史的環境

諌早家御屋敷跡は、佐賀藩諌早領の領主で、あった諌早氏の居館跡である。諌早陣屋とも呼ばれ、諌

早領の行政の中心地でもあった。遺跡は本明川の右岸低地部にあり、遺跡の西側には文明年間(1469

-87) に在地豪族の西郷尚善が築城した高城跡(亀城・諌早城)がそびえる。高城跡、は標高 50mを

測る楕円形の急峻な丘陵にあり、西から北側にかけて本明川が斜面に沿って流れる。『西郷記』には

四方に高櫓を構え、多数の矢狭間があったと記されている。二の丸は本明川を挟んで対岸の正林の高

地に築かれた。当事、満潮時には城山崖下の山下淵まで潮水が満ちていたと言われている。高城跡の

南側には西郷尚善が禅僧を招いて創建した天祐寺(曹洞宗)がある。この寺は後に諌早氏の菩提寺と

なり、境内には初代龍造寺家晴から第 18代家興までの墓と正・傾IJ室・子息、家臣の墓が並ぶ諌早家

墓所があり 、県指定史跡となっている。

西郷氏は肥後菊池氏の一族と伝えられる。南北朝期頃から台頭し、戦国時代初頭に西郷尚善が伊佐

早を治め、有馬貴純の先鋒として大村へと侵攻している。純尭の代には、居城を橘湾 (千々石湾)沿

いの宇木城から高城へと移し、嬉野の後藤氏や松浦氏と同盟して大村や長崎に度々侵攻していた。天

正5 (1577)に龍造寺隆信が伊佐早へ侵攻する と、これに降っている。

龍造寺氏は藤原氏の流れを汲むとされ、肥前国の地頭職から戦国大名へと成長した一族である。島

津氏・大友氏と九州|を三分する一大勢力へと押し上げた龍造寺隆信は「五州二島の太守J(筑前・筑後・

肥前・肥後・豊前・壱岐・対馬)を称している。隆信のもとでは、のちに佐賀鍋島藩祖となる鍋島直茂や、

初代諌早家となる龍造寺家晴が活躍している。天止 12(1584)年の沖田畷の戦いで龍造寺隆信が討

死すると、龍造寺氏の勢力は衰え始め、隆信の後継 ・政家は領国経営を重臣鍋島直茂に委任し、龍造

寺 ・鍋島の二頭体制となった。天正 15(1586)年の豊臣秀吉が九州平定のために出陣すると、龍造

寺氏は大友氏の侵攻に備えるために結んだ島津氏との和議を破棄し豊臣勢に加わった。島津降伏後の

領地分配では、龍造寺家晴が本拠としていた筑後柳何は立花宗茂に与えられた。豊臣勢に参陣したに

も関わらず本拠を失った家晴は、大阪への岐路にある秀吉を追い、赤間ヶ聞にて秀吉に嘆願した。そ

のため秀吉は九州平定の際に参陣しなかった西郷氏の領地(肥前伊佐早 ・二万二千五百二石五斗)を

家晴に配分した。家晴は西郷氏に領地の明け渡しを迫ったが、西郷純尭はこれに応じず、家晴は自軍

と龍造寺本家の軍勢を率いて伊佐早に討ち入った。西郷氏の居城である高城を攻め落とし、伊佐早領

主となった龍造寺氏(後の諌早氏)は、以後 280年間に渡りこの地を治めた。敗走した西郷氏は平戸
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に落ち延び、松浦氏の家臣となったと伝えられている。

一方、龍造寺 ・鍋島の二頭体制をとっていた佐賀藩では、慶長 12(1607)年に当主 ・高房とその

父政家が相次いで死去したことにより龍造寺本家は断絶し、鍋島直茂の子 ・勝茂を当主とする鍋島佐

賀藩が成立した。慶長 18(1613)年に家晴から家督を継し、だ直孝は、地名を「伊佐早」から「諌早」

の字に、姓を「龍造寺」から「諌早」へと改め、伊佐早領は佐賀藩諌早領となった。諌早氏は国家老

として佐賀藩を支え、元禄 12(1699)年 7代茂晴の代には同じ龍造寺系の武雄 ・多久 ・須古ととも

に佐賀藩の親類同格となった。そして 16代・一学の時に明治の世を迎え、諌早氏による治世は終わる。

1922 (大正 11)年に現在の長崎県立諌早高等学校の前進である諌早中学校の設立が計画される。こ

れを受け、当時の諌早家当主・不二雄氏は 1923(大正 12)年に屋敷地を県知事へ寄付した。このとき、

屋敷は校舎建設のために解体されるが庭園と御書院は残された。昭和 32(1957)年の諌早大水害の

時に県立諌早高等学校は一部の建物が流出するなど甚大な被害を受けた。水害時の最大水位が 3m0，

上あったことが当事の写真から窺える。 このとき、池は土砂で埋まり庭園が荒廃する原因となってお

番号 遺跡名 所在地 種別 立地 時代

1 同城(たかじよう) 諌早市両城町 城館跡 丘陵 文明年間 (1469~ 87) 

2 諌早家墓所(し、さはやけぼしょ) 諌早市西小路町 墳墓 平野 近世

3 諌早家御屋敷跡(いさはやけおやしきあと) 諌早市東小路町 城館跡 学校 中世・近世

4 金谷遺跡(かなやいせき) 諌早市金谷町 石造物 平地 中世・近世

5 正林城(しょうばやしじよう) 諌早市金谷町 城館跡 中世

6 福田城(ふくだじよう) 諌早市福田町 城館跡

7 田井原条里遺跡(たいばるじようりいせき) 諌早市仲沖町ほか 条里遺跡 平野 中世

8 上野町遺跡 1127地点(うえのまちいせき) 諌早市上野町 遺物包含地 畑地 中世

9 上野町遺跡 1159地点(うえのまちいせき) 諌早市上野町 遺物包含地 宅地 中世

10 沖城跡(おきじようあと) 諌早市仲沖町 城館跡 畑地 中世・近世

第2図 諌早家御屋敷跡の周辺遺跡位置図
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り、御書院も相当の被害を受けたようである。その後、御書院は昭和 40(1965) に危険家屋として

解体され、昭和 41 (1966)年に元の位置から東に 300mほど離れた場所に再建された。跡地には図

書館棟が建設されている。昭和田 (1981)年には長崎県立諌早高等学校創立七十周年記念事業として、

洪水の土砂によって荒廃した池の改修工事が行われている。

諌早家御屋敷の築造年代を記した文献は現在のところ確認されていないが、江戸時代の御屋敷の様

子がわかる資料には『御屋敷図j](年代不明)、『諌早城下図(壱町弐寸御役方指出写)j] (文久3/1863年ヵ)、

『諌早城下図j](年代不明)がある。御屋敷の築造年代については山口祐造氏によって考察がなされてい

る。山口氏は『御屋敷図』で水路の上に衣裳部屋が描かれていることから絵図の池は屋敷計画以前の

地形であり、諌早家御屋敷以前に西郷氏の館と庭園が築造され、後に伊佐早の領主となった家晴が西

郷氏の館を壊して屋敷を構えたと推測している。(山口 1981)包蔵地指定後にはじめて行われた平成

21 (2009)年の調査では、諌早の支配が西郷氏から龍造寺氏へと移行する時期にあたる中世末から近

世初頭にかけての溝 (SD05) を検出しているが、この建物遺構は検出していない。

移築復元された御書院は、諌早高校茶道部の部活動の場との庭園は開放期間に自由に散策ができる

ようになっており、御書院と諌早公園・高城公園などを結ぶ路は散策路『高城回廊』として整備され

市民の癒しの場となっている。
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財団法人諌早湾地域振興基金
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長崎県立諌早高等学創立百周年記念事業実行委員会編 2011 
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第H章調査の経過

1 .平成21年度の調査
( 1 )試掘調査と包蔵地指定

平成21年4月、併設型中高一貫教育校「長崎県立諌早高等学校附属中学校」の校舎建設事業計画(平

成 23年4月開校予定)が策定された。建設予定地は、長崎県立諌早高等学校の敷地内で、あった。

高城跡の東側低地部にある長崎県立諌早高等学校の敷地は、 1923(大正 12)年に現高校の前身であ

る諌早中学校設立の際に、諌早家から寄贈されたものである。また、 1864(文久4)年作成の「諌早

城下図」においても、城の東側に御屋敷が描かれている。

建設予定地は埋蔵文化財包蔵地に指定されていなかったものの、こうした歴史的背景に基づき長崎県

教育庁教育環境整備課と協議した結果、工事に先立ち試掘調査を実施することで合意した。試掘調査

は、平成21年8月22日から 9月8日にかけて、調査面積 16rrf (2 m X 2 m試掘ア[4ヶ所)を対象

に実施した。

試掘調査の結果、試掘坑すべてに室町時代から江戸時代のものと推測される遺構や遺物包含層を確

認した。これを受け、周辺約 5，000 rrfを 「諌早家御屋敷跡」として周知するに至った。

( 2 )本調査(調査番号:ISA200901) 

併設型中高一貫教育校「長崎県立諌早高等学校附属中学校」の校舎建設工事に先立つ試掘調査にお

いて、工事予定地を含む一帯が「諌早家御屋敷跡」の埋蔵文化財包蔵地として新たに周知された。こ

れを受けて長崎県教育庁教育環境整備課と再度協議し、工事着手前に記録保存を目的とする本調査を

実施することで合意した。本調査は平成21年 11月30日から平成22年2月4日にかけて、調査面積

754 rrfを対象に実施した。

調査の結果、中世末から近代初頭までの資料が出土した。主な遺構は、諌早家御屋敷最終期と思わ

れる石組み区画溝、井戸跡、胞衣査、土師器溜まりを検出した。遺物は、中世~近代初頭にかけての

土器・陶磁器類、瓦が出土した。特質すべきものは、諌早家の家紋「上り藤」の意匠を施した褐色の

陶質施紬瓦と、家紋入りの肥前系磁器皿や碗である。

【資料掲載報告書1

2011 W諌早家御屋敷跡』長崎県埋蔵文化財センタ一発掘調査報告書第2集 長崎県教育委員会

2. 平成27年度の調査
( 1 )範囲確認調査(調査番号:ISA201510) 

長崎県立諌早高等学校は、平成27年度に図書館棟増築改修工事が策定された。工事予定地は、現

存する諌早家御屋敷由来の池泉回遊式庭園の池の正面で、平成21年度に本調査が行われた地点か

ら500mほど離れた場所にある。「諌早城下図J(1864)や「諌早領主家間取り図J(年代不詳)には、

池の正面に建物が描かれており、御屋敷本体の遺構にあたる可能性が高かった このようなことから、

長崎県教育庁教育環境整備課と協議した結果、工事に先立ち範囲確認調査を実施することで合意した。

調査は平成 27 年 8 月 24 日 ~8 月 28 日にかけて、調査面積約 15 rrfを対象に実施した。
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調査の結果、整地層から割り石の礎石4点 (SOl、S02-1、S03-1)、地表に露出する面をビ、ンャン

で正方形に仕上げた礎石 2点 (S04-1、S05-1)の合計6点の礎石と、約 1mの角柱状の見切石 (S22)

1点を検出した。その他に近世陶磁器、瓦、角釘、鈴なども出土した。この調査結果を基に協議を行

い、記録保存のための本調査を行うことで合意した。

TP1-TP4 平成21年度試掘調査区

① 平成21年度発掘調査区

(現 ・付属中学校校舎)

② 平成27年度範囲確認調査区

③ 平成27年度本調査区

校舎

l l 

グランド

高城回廊

第3図 平成21年度 ・平成 27年度発掘調査区位置図

( 2 )本調査 (調査番号:ISA201518)調査方法

調査開始前、工事対象区内には図書館棟から張り出したコンク リート張りのテラスと藤棚があった

が、フジは長崎県立諌早高等学校が調査前に移植を行い、庭園西側の植樹帯に移された。その後、コ

ンクリー ト撤去作業を立ち会いもと行ったが、作業開始前の時点で硬質砂岩製の礎石1点が地上に露

出していた(図版 2)。事前の現地打ち合わせの時点では礎石は無かったため、おそらくフジ移植の

際に出土したものと思われる。

本調査は平成 28 年 2 月 22 日 ~3 月 1 8 日にかけて調査面積約 120 rrfを対象に実施した。コンク リー

ト撤去後、礎石の上面が地表に露出している状況が見られた(図版 2)。そのため、重機による表土

掘削は薄く剥ぎながら慎重に行った。表土以下は人力による掘り下げを行った。調査区の北端の撹乱

坑を人力で掘り下げたところ、調査区に近接する池の水面あたりのレベルで、水が染み出した。重機に

よる掘削に切り替えたが湧き水のため中止した。また、礎石列が調査区南側へ続く可能性が考えられ

ため、 工事対象区外で、はあったが、高校の許可を得て調査区を南に 2m拡張した。その結果、 2列分

4基の礎石を検出した。本調査前の協議にて、検出した礎石の再利用が検討されていたため、調査終

了後の埋め戻しの際にいくつかの礎石を重機で、引き上げた。
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第皿章調査報告

1 .層序

今回の調査区において確認された土層を 6つに分層、以下に説明する。

1層 ・褐色粘質士 (Hue10YR4/4しまりやや弱い。粘性やや強い。3cm角未満の砕石を4割含む。

現表士。

2層:暗褐色砂質シノレト士 (Hue10YR3/4)しまりやや強い。粘性やや弱い。部分的に炭化物の集中

する箇所がある。御屋敷を構成していたとみられる多数の桟瓦片や石材片、 円磯のほか、

車のテールランプ等のプラスチック片 ・ガラス等の現代遺物を多く含む。2層上面では昭

和50年代の空缶が出土した。

3層 :にぶい黄褐色細粒砂土 (Hue10YR4/3) しまりやや強い。粘性弱い。所々にラミナが認められ、

流水による堆積と考えられる。諌早大水害(昭和 32年)に起因する可能性がある。

4層:黄櫨~明黄褐色粘質士 (Hue10YR8/3"-' 6/8) しまり非常に強い。浅黄 ・明褐色士ブロック

が混合し、径3"-' 15cmの岩片を含む。通称「どんく盤」と呼ばれる地山の混磯固結層に由

来すると考えられる。20cm長の円礁を所々に含み、整地に伴うものとみられる。この層の

上面では、桟瓦片、窓ガラス片、ネジ締り錠、銅製襖引き手等の遺物が出土しており、大

正~昭和期における御屋敷の解体に伴うものと考えられる。

5 a層:暗灰黄色シルト質細粒砂士 (Hue2.5Y5/2) しまり強い。粘性やや弱い。鉄分の凝集・沈着

が所々にみられる。本明川の氾濫に由来する可能性がある。

5 b層 :褐灰色細粒砂質シルト土 (Hue10YR5/1)しまりやや強い。粘性強い。表土より 1m深で水

が染み出す。現存の池の水位と同レベルにあたる。途中に鉄分の水平沈着層が2、3枚見え、

おそらく地下水位レベル(王子池)の変動によるものと考えられる。下段礎石は、この層に

掘り込まれた士坑の底面に根固め石を充填した上に据えられている。

5 c層:青灰色シル ト土 (Hue5B5/1) しまり弱い。粘性強い。磯等は含まず均質。現存の池の水位

より低く湿潤状態にある。

5 d層 :磯層

30"-' 40cm長の河原石からなる。青灰色シルト土(Hue5B5/1)が礁の聞に入り込む。旧河床か。

2. 遺構
今回の調査では 2面で礎石を検出した。平面図は第4図・第 5図 ・第6図の 3つを掲載する。第4

図は第 1面 ・第2面の未分化の図面である。第5図は、第4図から 4層の遺構を抽出した図で、第

6図は 5b層の遺構を抽出した図である。また礎石は南北軸の単位を列とし、西側からそれぞれA列、

B列、C列、 D列とした。なお、 S15に関してはフジ移植の際に撹乱された可能性が高いため、第5図・

第6図の両方に記載している。
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( 1 )第1面

第 1面では幅3問・奥行5間分の礎石等の建物遺構を検出した。3層は昭和 32年の諌早大水害に

よる堆積と見られることから、この建物遺構は大正 11年に解体されずに残り、昭和 40年に危険校舎

として解体された旧御書院のものであると考えられる。4層直上からは瓦の他にネジ締り錠や襖の引

手金具が出土しており、御屋敷解体に伴う遺物の可能性がある。礎石は 5a層に掘り込んだ礎石据付

穴に据えられており、その後 4層の黄櫨~明黄褐色粘質士で、覆って整地をしている。礎石の据え方は、

礎石据付穴に根石を敷いて礎石を据え、その後に周囲を栗石や角磯で充填して根固めするのを基本と

している (S19)。しかし、第 1面礎石のほとんどは第2面礎石の直上に据えられており、根石を敷か

ずに直接第2面礎石の上に据え、板状の石片や円礁を聞に岐ませて高さや傾きを調整しているものが

大半を占めている。礎石の芯心寸法で見ると、 l聞は概ね1.95 m前後(約6尺4寸)であるが、 S19

とSOlの問、 Sl1-1とS12-1の聞は 2.45m前後(約8尺)と間隔が離れる。

①礎石・見切石

石材は 13点全て安山岩系である。礎石 10点 (SOい S02-1・S03-1• S07 • S08-1 "-' 12-1、S19)は

割り石で、台形の矢穴が残り、柱当りを調整しているものが多い。礎石の根固め石には、薄く平たい

石片・角磯・円離が使われている。S02-1・S12-1では礎石を据えた後に礎石を成形し、その際に出

来た石片をそのまま根固めと使用した様子が見て取れる例もある。(図版4・7)S31は四角錐台形で、

上面には四角形のホゾ穴がある。表面は他の礎石に比べて最も滑らかに仕上げられている。移築復元

された御書院の縁下(図版2)の礎石と似る。S04-1・S05-1は地上に露出する上約3cmを正方形にビシャ

ンで整形しているが、地下に埋まる部分はハツリで粗く成形したままである。S10-1・Sl1-1の自然

面にはオオへビガイの貝殻が付着していた。(図版 7)S03-1は礎石据え付け穴や根石等が見られず、

5a層の上に直接乗っているため(図版6)、元位置より動いている可能性がある。

見切石2点のうち、 S22は安山岩系、 S32は硬質砂岩製である。S22は円礁を敷き詰めた上に据え

られていた。上面と北・東・西の 4面は平らに整形されているが、南面はほとんど整形されていない

ことから、北面が人目に接する正面であったと思われる。S32はS22のl間南に平行に据えられていた。

S22と比べ各面の整形の差はない。S22の東には見切石の抜き取り穴が残る。現御書院の工事図面に、

旧御書院の見切石を再利用していることが記載されていることから、これに伴うものと思われる。

②その他遺構

SK07はS04-1・S05-1の東西軸の東側延長線上にある。プランは方形であり、 S04-1、S05-1問の芯々

寸法とほぼ同じ距離である。S04-1の南にある SK03もプランは方形で、礎石列の南北軸と東西軸上

にある。SK01・SK02・SK05・SK06については、 S12-1の根石に見られる安山岩系の薄い石片が埋土あ

るいは 4層に挟まった状態で出土している。位置も礎石列の南北軸と東西軸上にある。これらの土坑

は礎石抜け穴である可能性が高い。そのほか、訂正 S14、S16の直上には安山岩系の薄い石片が散乱

している。その様相は S12-1の根石の状況と非常に似ているため、上に礎石が据えられていた可能性

がある。S20は割石の石片で、他の第1面礎石の角度調整や根固めに使われている石に似る。

8 
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( 2 )第2面

第2面では幅2問、奥行き 7聞の礎石を検出している。但し、第 l面の礎石SOい S07・S19の下は

未掘である。S04-2. S35については現地で実測できなかったため、第6図には点線で場所を示した。

S17は重機掘削の際に元位置より動いている。S18も重機掘削の際に西端が当たり、レベルは動いて

いる。礎石は基本的に 5b層に掘り込んだ礎石据付穴に拳大の円礁を敷き、礎石を据えたあとに周囲

を円磯で充填して根固めしている。第2面礎石の根固めに使用している円礁は、第 l面の根固めより

も大きなものが目立つ。ほとんどの礎石は第 l面礎石の下から検出しており、芯心寸法で見ると 1聞

は概ね1.87m前後だが、 S28・S02-2、S27・S03-2、Slト2・S12-2、S12-2. S13の聞は平均2.45mと

間隔が離れる。S11-2・S12-2は第 1面で他所より間隔が聞いていた S11-1• S12-1の直下にある。加

えて、第 1面礎石のほとんどが第2面礎石の直上から検出していることからも、建て替えの際に第 2

面の間取りを強く意識していたことが伺える。但し、南北軸は第 2面のほうが約2度東に傾く。

①礎石

使用されている石材はS09-2を除いて全て黄色みを帯びた硬質砂岩である。諌早で産出される硬質

砂岩は 『諌早石』 と呼ばれ、市内の石橋や石畳に広く利用されている。本遺跡の西側に位置する高城

跡が築城されていた丘陵でも硬質砂岩が露出しており、石材は近隣で採石されたものである可能性が

高い。S09-2は丸みを帯びた川原石である。第 1面に対し、第2面の礎石は大きく 2つに割れた礎石

が見られ、特にD列で顕著である。これは第 l面礎石を据える際に意図的に割ったものと考えらる。

そのため第 2面の礎石は据えた当時の状態ではなく、後に第 l面を据えた際に第2面の礎石や据付穴

に手が加えられている可能性を示している。礎石の形状については、平面形が不定四~五角形の割石

が主であるが、 S06とS23• S24 (接合関係にあり元は一個体)は長方形の板状に成形され、面もノミ

切りで整えられている。

②その他

撹乱 1を除去後に、 S18とS23・24問

で調査区の他の地点にはみられない土

層を確認した(右写真)。④・⑥層はそ

れぞれ 5b・5c層であるが、その聞に員

殻の集中する⑤層を挟んでいる。また、

③層(黄褐色士)も他地点には存在し

ないが、基本層序4層のドンク盤由来

土に似る。②層は③層のブロックと硬

質砂岩や円礁を含む。その上に①層が

載っており②層を切るようにも見える。

⑤の貝殻層や②③層、①層の堆積過程

について明確な所見を示せず今後の検

討課題としたい。
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3. 出土遺物

(1)縄文時代の遺物〔第8図〕

遺物を包含する層や撹乱坑から近世陶磁器に混じって縄文時代~中世の遺物が出土している。その

うち縄文時代の遺物 3点のみ図化した。 1は縄文時代後期の黒曜石製剥片錬で、凹基は浅く、表裏に

素材面を大きく残す。基部及び刃部の全周に表裏から交互に細調整を施すが雑である。部分的に鋸歯

状のっくりになる。2は縄文時代中期後半から後期初頭の阿高式系土器、 3は縄文時代後期中葉から

晩期の員殻条痕粗製土器である。いずれも小片であり、今次の調査区が縄文時代に利用された可能性

のほか、数次にEる洪水などでの周囲からの流れ込みも想定される。諌早家御屋敷跡の北に流れる本

明川|右岸には数箇所の縄文遺跡が知られる。諌早家御屋敷跡から北西約 4kmには下峰原高場遺跡、下

峰原遺跡、上高原遺跡が所在する。下峰原高場遺跡では多量の貝殻条痕調整晩期土器が出土している

(秀島編 2002)。下峰原遺跡では埋聾に利用された員殻条痕をナデ消した深鉢など晩期の土器が出土

している(秀島 1998)。上峰原遺跡でも貝殻条痕調整晩期土器が出土している(高野編 1975)。この

ほか諌早家御屋敷跡から北西約 2.5kmの八天下遺跡では石鍛、スクレイパ一、北西約l.5kmの永昌遺

跡では黒曜石剥片、南西約l.5kmの平山 A遺跡では黒曜石剥片がそれぞれ採集されている。諌早家御

屋敷跡で出土した員殻条痕土器は本明川流域に展開した晩期を中心とする時期の営為を反映している

ものとみられる。一方、周辺地域での滑石混和土器の報告は少なく、下峰原高場遺跡で早期から前期

の所産とされる滑石多量混和土器が l点報告される程度である。諌早家御屋敷跡で出土した滑石混和

土器は並木式~坂の下式の無文土器か無文部であると考えられるので、本明川下流域における縄文時

代中期後半から後期初頭にかけての土地利用を示す貴重な事例となった。

そのほかに弥生土器・須恵器・青磁などが出土しており、図版 11に写真を掲載している。

[参考文献]

高野晋司編 1975~諌早北バイパス関係埋蔵文化財調査報告 第 l 集 図録編』 長崎県文化財調査報告書第 24 集

秀島貞康 1998 ~下峰原遺跡』 諌早市埋蔵文化財調査協議会

秀島貞康編 2002~下峰原高場遺跡』 諌阜市埋蔵文化財調査協議会調査報告書第 4 集

( 2 )陶磁器類〔第9図〕

今回の調査では 1141点の土器・陶磁器片が出土したが、ほとんどが 1cm前後の破片で、あった。第

2面礎石据付穴から出土した陶磁器類においても、小片であるため詳細な年代は特定できないが、盛

峰雄氏 (2002)や家田淳一氏 (2002)の九州陶磁器編年においてIV期 (1690"-' 1780年代)に属する

ものが中心である。調査区北側のケーブル溝からは、 1-2期 (1594"-'1610年代)"-' II期 (1610"-' 

1650年代)に属する届津系の丸皿が出土している。

[参考文献]

盛峰雄 2002I陶器の編年 1.碗・皿J~九州陶磁の編年 九州近世陶磁学会 10周年記念 』

九州近世陶磁学会

家田淳一 2002I陶器の編年 2.播鉢・鉢・片口・水指・茶入・土瓶・水注・灯火具」

『九州陶磁の編年 九州近世陶磁学会 10周年記念 』九州近世陶磁学会
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( 3 )瓦〔第 10図 ・第 11図 ・第 12図J (丸瓦〉

各瓦の部位名称は第7図に従った。出土した軒桟瓦

の丸瓦部の瓦当文様は全て連珠文を伴わない左巴で、

(4 )金属製品〔第 13図〕

表土と4層直上から襖の引手金具の部品である座・底・

胴が出土している。39については彫金や打ち出し等の

装飾が無いことから敷座と思われる。41は本来筒状の

胴が潰れ、一部が欠損している。釘穴は2箇所確認でき、

その周縁は内から外に向かつて湾曲する。42は用途不

明の銅製品である。っくりは厚さ約 1.48mmの銅板を長

さ約 llcmの長細し、三角形に切断し、三角形の底辺側を

約 2.5cmのところで直角に折り 曲げ、さらに底辺 3"-'

4mmを先ほどとは逆向きに折り曲げて成形している。反

対の鋭角側には木目と思われるサピの痕跡が残る。

角釘は 1"-' 4層直上および北側撹乱坑から 8点出土している。43・44はほぼ同じ大きさで、 43の

平瓦部の瓦当文様は 4種確認している。15と同型のも

のは平成 21年度の調査でも出土している。25の丸瓦は

凸部に「肥前 ・牛(島ヵ)製」の押印がある。27は桟

瓦の左端部で、曲がった稜に沿って漆喰が付着してい

る。2層 ・3層では所々に漆喰塊が混じり、 SK03の埋土

中からは瓦の曲線の型がついた塊が出土している。

本遺跡の特徴的な遺物に陶質褐紬瓦があり 、平成 21年

度の調査では諌早家の家紋「上り藤」の意匠が施され

た軒桟瓦が出土している。今回の調査区では瓦当部分

ではないが小片2点が出土しているが、今回も遺構に

伴った出土ではなく、製作年代の特定には至らなかっ

た。また、施紬せず、表面にキラコが付着した陶質瓦

がS18の礎石据付穴内から出土している。

コ
ピ
キ
A

G--釘穴 コ
ピ
キ
B

長
さ 凹面

周縁

F
r
r
 

匠
トE当部

〈平瓦〉

一昨

戸
山

周縁 均等唐草文

〈桟瓦〉

第 7図 E名称図

※ 『森岳城跡』長崎県埋蔵文化財調査報告書 166集 長崎県教育

委員会と、『玖島城跡』長崎県埋蔵文化財閥査報告書 167集

長崎県教育委員会を参考に作成した。

上部には木質が残っている。45は釘先が欠損しているが llcmを超える大型の釘である。47"-' 50は

鎚で、48"-' 50は 18cm前後とほぼ同じ規格であるのに対し、 47は約 14cmと小形である。

その他、図化はしていないが 4層直上から持ち手部分に 3つ輪のマークが入ったねじ締り錠が出土

している。ねじ締り錠は引き違い戸に取り付ける簡易的な鍵で、明治・大正~昭和中頃の建築物によ

く見られる。旧御書院でも取り付けられていた可能性がある。また、コンクリートテラス下から諌早

高等学校の校章が入ったくるみボタンが出土しており、図書館棟が建設される昭和 40(1965)年以

前のものと思われる。この2点は図版 12に写真を掲載している。
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第N章まとめ

今回の発掘調査では近世の建物遺構を 2面検出し、御屋敷は少なくとも 2回は建て直されていたこ

とがわかった。第 I面礎石のほとんどは、第 2面礎石の直上に据えられていることから、第 1面の礎

石は、第2面を強く意識して配置していることが窺える。第 1面は昭和 40(1965)年に解体された

御書院の礎石であることから、第2面の礎石も御書院である可能性は高い。但し、 2面C列・ D列の

礎石の芯が一直線上に並ばず僅かに歪んでいることから、身舎と廟といった建物構造によるもの、或

いは別棟の可能性もある。第 2面礎石据付けの時期については、礎石据付穴から主体的に出土する陶

磁器類は町期 (1690"'-'1780年)に属するものが中心である。しかし、既述したように動かされた可

能性を考慮する必要がある。

第2面上の 5a層は、厚く堆積する均質なシノレト質細粒砂土であり、洪水に由来する可能性が高い。

5b層・ 5c層もシルト士という違いはあるものの、厚く堆積した均質な層である。本遺跡の北側を流

れる本明川は度々氾濫を起こしており、江戸時代で最も被害が大きかった元禄 10(1697)年の大洪

水について諌早家文書の lつである『日新記』には、佐賀城内の諌早屋敷に詰めていた7代領主・茂

晴が諌早領に戻ると、御屋敷も水漬けとなり入れなかったため福田(平泉寺)のお茶屋に入ったこと

が記されいる。この記述から洪水時の水位は屋敷床よりも高かったことがわかる。これ以外にも本明

川は橋を流すような氾濫を繰り返している。今回の調査では 5a"'-'5c層出土の遺物が乏しいため、年

代を確定するのは難しく今後の課題である。5a層が洪水堆積の可能性が高いことを考えるとき、旧

御書院が昭和 40(1965)年に解体された要因の lつに水害による建物への影響があったように、江

戸時代の建て替えにも洪水の影響があったことが想定される。

今回の調査区から北西に 500mほど離れた平成 21年度の調査区では、中世末から近世初頭にかけ

ての溝 (SD05) を検出している。この時期は諌早の支配が西郷氏から龍造寺氏へと移行する時期であ

り、西郷氏の屋敷の存在を想起させる遺構で、あった。今回の調査でも、この溝 (SD05)から出土した

ものと同様の土師質土器(遺物番号 10)が出土している。

第 I章で述べたように諌早家御屋敷の創建年代について記載した資料は現時点では確認されていな

い。当時の諌早領の状況から創建は諌早家初代・家晴の頃で、それ以前には西郷氏の館があったので

はないかと推測されてきた(山口 1981)。しかし、今回の調査区からは、これを裏付けるような遺構

や遺物は確認されなかった。

I参考文献]

山口祐造 1981I諌早領主の屋敷図面による御書院再考J~諌早史談』第 13 号

林隆広・河合恭典 2011~諌早家御屋敷跡』長崎県埋蔵文化財センター調査報告書第 2 集 長崎県教育委員会

正林桃城 1955I第六編第十一章 本明川の洪水J~諌早市史第一巻』諌早市役所

盛峰雄 2002I陶器の編年 1.碗・皿J~九州陶磁の編年 九州近世陶磁学会 10周年記念 』

九州近世陶磁学会

家田淳一 2002I陶器の編年 2.播鉢・鉢・片口・水指・茶入・土瓶・水注・灯火具」

『九州陶磁の編年 九州近世陶磁学会 10周年記念 』九州近世陶磁学会
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第 1表諌早家年表

西暦 元号 全国の出来事 諌早の出来事 備考

1469-1486 文明年間 西郷尚善により高城築城。

1586 天正 14 豊臣秀吉による九州平定が始まる。

1587 天正 15 西郷早領氏主に代わり、初代諌早家 ・龍造寺家晴が
諌 となる。

1600 慶長5 関ヶ原の戦い

1603 慶長8 徳川家康が征夷大将軍に任命される。

1607 慶長 12 鍋島佐賀藩成立

1613 慶長 18 家晴二男・ な直お孝のり、家督を継ぐ。(2代)

1615 慶長 20 一国一城令制定

1619 元手口5 佐(三賀部藩上よ知り)。七姓浦を江龍東造1寺万か石らを諌召早しに上改げめらるれ。る

1635 寛永 12 直孝嫡男・茂しげひ敬ら、家督を継ぐ。(3代)

1637 寛永 14 島原の乱が勃発。 島原の乱に出陣する。

1652 承応元 茂敬=男・茂しげざ員ね、家督を継ぐ。(4代)

1652-1654 承応年間 両城の矯造物を撤去。

1672 寛文 12 茂員四男・茂じげか門ど、家替を継ぐ。(5代)

1680 延宝8 茂虞五男 ・茂しげ元もと、家督を継ぐ。(6代)
『御年屋代敷不明図』

1694 元禄7 鍋島直氏二男 ・茂しげは晴る、家督を継ぐ。(7代)

1697 元禄 10
本明川の氾濫により大洪水が起こる。死者
487人。

1699 元禄 12 佐賀藩親類同格となる。

1732 享保 17 茂晴一男 ・茂しげゆ行き、家督を継ぐ。(8代)

1749 寛延2 茂行嫡男・ の行りゆ孝き、家督を継ぐ。(9代)

諌早ー授が起こる。

1753 宝暦 3 茂行一男・茂し』ず'成£り、家督を継ぐ。(10代)

1769 明和6 茂行二男・茂しげつ園ぐ、家督を継ぐ。(11代)

1810 文化 7 洪水により本明川の石橋が流される。

1812 文化9 敬輝嫡男・茂しげ洪ひら、家督を継ぐ。(12代)

1839 天保 10 眼鏡橋完成

1845 弘化2 茂洪四男・茂しげ喬ちか、家督を継ぐ。(13代)

1848 嘉永元 茂洪六男 ・茂しげた孫ね、家督を継ぐ。(14代)

1852 嘉永 5 茂喬嫡男・武たけは春る、家督を継ぐ。(15代)

1862 文久2 茂洪七男・ い一ちが学〈、家督を継ぐ。(16代)

一1トL『老南『京町諌早'F弐早代城坂l不下拠k明喰図ト所図』方』文縞久仙3}年ヵ1857 安政4 愛宕山の鳥居建立。

1867 慶応2 大政奉還

1922 大正 11 諌早い家て早解不の体屋二。雄敷氏地、を中寄学付校。建屋設敷建の物ためは御県知書事院へを諌除

大正 12
長崎県立諌早両校の前進である諌早中学校が
開校。

1932 昭和 7
御書院の池が「おしどりの池天然記念物」と
して文部省の指定を受ける。

1941 太平洋戦争勃発

1945 終戦

1957 昭和 32 諌早大水害し寄。諌早高等学校の敷地に 2m以上
の水が押 せ、教室に約 50cmの泥が溜まる。ト 3層

1959 昭和 34
御書院の池が「おしどりの池が天然記念物」
の指定を解除される。

1965 昭和 40 御書院は危険校舎として解体、図書館等竣t。トー 2層 ・北側撹乱坑
1966 昭和 41 御書院が池の東側に復元移転。

長崎県立諌早両等学校創立七十周年記念事業
1981 昭和 56 として御書院池修復工事が行われる。
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第2表遺構観察表

遺構番号 検出面 上端標両 下端標両 備考 遺構番号 検出面 上端標両 下端標両 備考

Sfく01 4層(第l面) 5.76 5.55 礎石抜き取り穴か。 SK07 4層(第l面) 5.75 5.60 礎石抜き取り穴か。

SK02 4層(第l商) 5.75 5.64 礎石抜き取り穴か。 撹乱l 4層(第l商) 5.56 礎石抜き取り穴か。

SK03 4層(第l面) 5.79 5.72 礎石抜き取り穴か。 撹乱2 4層(第l面) 5.56 礎石抜き取り穴か。

Sfく04 4層(第l面) 5.74 5.64 礎石抜き取り穴か。 撹乱3 4層(第l面) 5.72 礎石抜き取り穴か。

SK05 4層(第l面) 5.78 5.70 礎石抜き取り穴か。 撹乱4 4層(第l面) 6.72 5.31 礎石抜き取り穴か。

SK06 4層(第1面) 5.78 5.68 礎石抜き取り穴か。

第3表礎石観察表

位置 礎石 据付穴

列 而 番号 レ〆くノレ 平而形状
法益 [cmJ 加工痕跡 法品 [cmJ 充填際 -Uii 考

石材 造物
長粕 短軸 厚み 矢穴痕跡 前調整痕 長軸 短軸 深さ 密度 際稲

礎石は、地法に出る上約3cmは平らになるよ

A 1 1 S04-1 5.89 正方形 36 I 36 19 安山岩 ピ上シげャンイ土 荘;
う部2原のピ分石直シをはャ上S粗ンKにくCで栂4打成え2ち形とら欠のされい聞れてたてにおま挟いりまる、んに水がでし平、調て地は整し下板、しるに状て。隠SのいKれ川る04。る

A 12 S04-2 長方形 砂岩 超密
長径約25cmの川 礎石の面は平らに石成を形密しにてiいめるて。根い右は長径
)jj(右 25cm前後の)111耳石 こ詰 、る。

A 12 S29 5.72 扇形 41 砂岩 超密
離長径片約・長16径m約の剥 長礎らオ石さもはてはし未調、る測査の定区で西あ際るで。検礎出石し上て面おはり平、長らに軸整のえ

19cmの円礁

AI I SI9 5.96 占ロz川uノ 制 38 安山岩 2面6箇所 85 80 29 密
長径約lOcmの円 礎石の断面は逆台形を呈する。

際

A 1 I SOI 5.82 長方形 55 I 25 21 安山岩 I ilii4所 柱あたり

B I I S05-1 5.86 E方形 36 I 36 30 安山岩 ピ上シげャンイ土 金到E
地でくえ打整ら表ちれ形に欠てさ出いおれるたりて上、まい約水まる3平にcがmはし、はて礎地平い石下らる剥にに。離隠なSO片れる5よとる2う直思部ピわ上分ンれにはヤ据る粗ン

石片を使って調整している。

B I 2 S05-2 5.70 不定長方形 66 I 30 18 砂岩
礎礎石石のに上前は、粗平く坦打だちが欠、側面は他の砂岩質
比べ いている。

B I 2 S06 5.64 長方形 71 I 43 砂岩 ノミ切り 番府津号系10)陶器皿l(造物
S離K片022よ点り、検が乗出。り上、直に上長に径礎23石cmがの栂安え山ら岩れ質て剥い

た可能性がある。

B I 2 S28 5.54 不定台形 45 I 36 34 砂岩 l面3箇所 ll6 80 超密
長離径片約・長20径cm約の10剥~ 

S細るK。くO上なlよ端るりが周検、辺出ほに。と礎安ん石山どは立岩下方質に体の向剥にか近離つい片てをがわしやずてやかいi世に

31cmの同様 乱た可す能るこ性とがかあらる、。直上に礎石が据えられてい

B I I S02-1 (5.84) 不定玉角形 44 I 19 31 安山岩 77 
長径約27cmの剥 礎石由来の剥離片を恨石として使用してい

70 少
離片 る。

B I 2 S02-2 (5.63) 台形 42 I 36 34 砂岩

カクラン除去の際にパックホウによって元位置
C 12 SI7 (5.53) 台形 22 I 22 12 砂岩 不明 ヵ、ら由jし、てし、る。

(5.51 
陶号3質6瓦327点)(造物番

カ水ク平ラがン傾除く去。の際にパックホウが西端に当たり

C 12 SI8 ~ 不定五角形 45 22 10 砂岩 122 (90) 超密
長径13.-....36cmの

5.64) 
円礎

長の離安径片22山2点岩cwm質長~の径30剥約cm 

S24と接合関係である。

C 12 S23 (5.64) 台形 42 32 23 砂岩 密

12.-....25cmの円礁

C 12 S24 (5.63) 41 23 30 砂岩 瓦293点30)(造物番号28
S23と綾合関係である。

密

C 12 525 5.72 長方形 40 22 砂岩
安片長径山長岩12径質~12の20~剥cm離の

右大山岩きがく府質2えの片ら剥にれ離割て片れいがてたい散可る乱能。す仲礎る石がたd上tめる端、。直周上辺にに礎安

23cmの円礁

C 12 S26 5.64 長方形 54 43 37 砂岩 l面2箇所 113 110 超密
長径12.-....36cmの
円際

C 12 527 5.69 不定玉角形 32 22 13 砂岩 l面4箇所 122 100 磁器片1点
長安片径山長岩12径質~120の5~剥cm離の

S世礁Kかで05ら究の検明真出し下てしでたいは。るな礎。く石礎、側石北面は側お下によにやび向や下かず端つれてはたや円位や

33cmの円礁
細くなり、逆四角錐形を呈する。

CI I S03-1 5.85 長方形 44 31 26 安山岩 2面5箇所 (80) (60) 少
下せてに水礎石平剥を調離整片しとて恩いわるれがる、石恨片石を等数は点ま岐っまた

く無い。

C 12 S03-2 5.55 長方形 43 19 36 砂岩 密
長径17.-....32の川| 長上径に乗24るcm。と川長原径石32はcm根の石)1とIIjしFて石機が能礎し石てのい直な

加、右 し、。

(5.39 傾撹苦いL4て内いかるら。検般出石。と撹，思乱わにれよるり円水陳平平は石南片北はに散
C 12 515 ~ 不定玉角形 40 32 士師質土器片2点

長径lO.......27cmの

5.64) 
円際 乱している。

C 12 SI6 5.80 不定玉角形 55 26 32 砂岩 lilii2所 104 93 磁器片l点 密j

る礎角。石錐礎側形石面をは呈お下すよにびる向。下か安端つ山はて岩円や質礁や剥で細離充く片境な方りしミ、礎て逆石い四上

端周辺にやや壮、た乱可す能る性こがとかあらる、。直上に礎石
が据えられてし

01 I S07 (5.95) 不定台形 58 39 36 安山岩 lilii2箇所 (90) (90) 
染付片2点(遺物番

密J 長径26cmの円礁
号5)

01 I S08-1 5.81 不定台形 38 26 36 安山岩 3面8箇所
20cm四方

(110) (90) 陶質施紬瓦1点
5平08を-調2と整のし間てにい河る原。石と剖り石を岐ませて水

の柱あたり

点剛番点器7)且{制梯2輔土t3点器片羽蜘tF片エむt3点IE物2点点件{信3恋土3磁瓦)物号2 ヲ

あまり水平の傾きは見られない

012 S08-2 (5.50) 長方形 60 28 37 砂岩 (4箇所。) 超密
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DI 1 509-1 5.85 扇形

D 12 509-2 不定台形

DI 1 5¥0-1 5.94 不定台形

D 1 2 5¥0-2 (5.63) 長方形

DI 1 5¥ ¥-1 5叩 不定玉角形

D 12 511-2 5.70 長方形

DI 1 S12-1 5.92 不定台形

DI2 5¥2-2 5.70 長方形

DI2 S13 長方形

D I 2 S¥4 (5.72) 不定五角形

第4表石器観察表

出土地点

3層

62 34 25 安山岩 2而5箇所 2の0柱cmあ四た方り

58 50 30 川原石

55 35 40 安山岩 1ilii2箇所 柱シげャあンた仕りヒ上

50 36 1 40 砂岩

55 25 29 安山岩 l面5箇所 ノミ切り

(60) (42) 30 砂岩

55 26 1 25 安山岩 ハツリ調整

66 30 1 29 砂岩

71 I 34 砂岩 1ilii3箇所 ハツリ調整

55 I ¥9 34 砂岩

509-2との聞に円礁と由lり石を岐ませて水平
107 57 を捌整している。

長径26-32聞の 西側に落ちこみ、水平が傾いてる。
110 93 超密 円際

南側前にオオヘピカ'イの貝殻付活。

121 96 

107 74 超密 長円径際11，...，__27crnの

96 87 5た端1石に1片オ2とオかのヘ)ピ問をカに岐'イ割のませ貝り石て殻(水付礎平着石を。加調工整の。際上に面生南じ両

90 75 超密 水に傾平きはな南が側らに、傾縦く方。向礎に石ずはれ2つてにい割る。れ、南側

礎長径石lu"""'30cmの 成る水。形平まのをた調際、こ整にの生に石もじ片利た用石は東片して側をい恨のる石下。端に:利に用岐しまてせいて
128 III 超密 剥離片ー円長際径

1 2.......2 lcmの

140 40 超密 17.-....22cmOコ円礁 東石るく、。西は東根に、側石破亀にの断裂伸円面がび礁が入るは一りよ礎2段うつ石に下に詰西が割側めりれ、らに内てれは側いてほにるいと。傾んる南。いど側なてのい

¥46 129 超密 長安片の径円山・長岩際10径質~92の~8剥c2m3離cのm 
安苦たし可す山能岩るこ性質とが剥かあ離らる片、。直が上礎に石礎上石端が周据辺えにらやれやて散い

93 83 42 土土師師質質土土器器血片片1点1点、 超密 長片3山0径岩)cm・6長質の~の径円2剥2l際cOm離~ の安
礎る角端。石錐周礎組形辺石11を而には呈やお下すやよにびる散向。下乱安か拙すつ山はるて岩こ円や質と礎やか剥で細ら離充、く片直泊ながり上し、礎てに逆石い礎四上右

が据えられていた可能性がある。

残存状況 備考

君l片鍛。部分的に鋸歯状になる。

第5表 土器・陶磁器類観察表

造物
出土地点 種類 器種 部位

法量 (cm)

番号 器商口径底径
色調 備考

2 11層 縄文土器 胴部
外明赤褐(5YR5/6)

胎土に滑石を含む。
内明赤褐(5YR5/7)

3 SK03 縄文土器 胴部
外明褐色(2.5YR5/6) 外面は縦位の貝殻条痕、内面は斜位の貝殻条

内にぶい黄褐(10YR4/3) 痕が施される。

4 4層直下 瓦質土器 胴部
外オリブ黒(Hue5Y3/1)

内面にハケメあり。
内灰(Hue5Y5/1)

5 5居直下 染付 杯 ・碗 口縁部
利I調透明利

コンニャク印判
霞胎 白色

6 S08-2礎石据付穴 陶器 鉢 胴部
褐利にぶい黄褐(10YR4/3) 外面は白土による刷毛目波状文c内面は白土

露胎黄灰(Hue2.5Y5/1) による刷毛目横線文。

7 S08-2礎石据付穴 磁器 皿 口縁部
利調灰白(Hue5GY8/1)

露胎灰白(Huel0Y8/1)

8 S09-2礎石据付穴 陶器 鉢 胴部
取h調灰白 (Hue5GY8/1)
露胎灰白(Huel0Y8/1)

9 S10-2礎石据付穴 陶器 皿 口縁部
利l調透明利

露胎灰白(Hue2.5Y8/2) 

10 S06-2礎石据付穴 磁器 皿 底部 4.4 
利調灰白(Hue5Y7/2) 唐津系。向台は露胎で、向台内に兜巾が見ら

露胎灰白 (Hue2.5Y7/1) れる。砂目積み。

11 撹乱l 陶器 鉢 胴部 5 
手曲調灰オリ ブ(Hue5Y6/2)唐津系。向台は露胎で、向台内に兜111が見ら

露胎灰オリーブ (Hue5Y6/2)れる。砂目積みc

12 ケーブノレ溝 陶器 鉢 胴部 10.8 4.4 
利I調灰白 (Hue5GY8/1) 唐津系。胎土日積みで、荷台脇まで紬薬がか

霞胎灰白(Huel0Y8/1) jpるe

13 ケブル溝 土師質土器 ノl、皿l 胴部 5.4 淡黄(Hue2.5Y8/3) 

14 ケ ブノレf誇 土師質土器 小皿 H阿部 1.4 7.6 5 浅黄燈(Hue7.5YR8/1)

第6表軒桟E観察表 ※ キラコ 表面にキラコ付着。 接合A 接合日 接合技法。

遺物
丸.tL部 平.tL部

番号
出土地点

文様 巻き
法量 (cm)

文様
法量 (cm) 色調 焼成 ;換し 備考

外径 瓦当径巳径 長さ 瓦当幅 瓦当局

15 4層直上 二つ巳 左 8.9 5.7 4.4 唐草 (7.9) 14. 7 4.8 
外暗灰色(HueN3/3)

良好 良好
部分的に鉄分が付

内暗灰色(HueN3/3) 着。 キラコ。

16 4居直上 ニつ巴 左 8.5 5.7 4.9 
外灰色(HueN4/4)

良好 良好 接合B。
内灰色(HueN4/4)

17 4層直上 ニつ巴 左 7.9 4.8 4.2 
唐草または立 外灰色(HueN4/4)

良好
キフコ。接合A。部

1良 内灰色(HueN4/4)
良好
分的に鉄分か付着。

18 4層直上 唐草 (2.4) (14.0) 2.6 
外灰色(HueN4/4) やや やや

キラコ。接合A。
内灰色(HueN4/4) 不良 不良

19 北側撹乱 唐ハー草(ト中形心)飾り 逆 (11. 6) (11. 0) 4.8 
外灰色(Hue5Y5/5)

良好 良好 キラコ。接合A。
内灰色(HueN4/4)

20 2層
唐草(中心飾 (6.0) 1 (11. 6) 1 4.8 外暗灰色(HueN3/3) 良好 良好
り菊) 内暗灰色(HueN3/3)

キラコ。接合A。

25 



第7表丸瓦観察表

遺番物号

法量 (cm)

出土地点 H岡部 玉縁 色調 焼成 ;隠し 備考

長さ 。高 長さ 幅 高さ

21 2層 (24.6) 3.4 (7.2) 
外灰色(HueN4/4)

や不や良 や不や良
内灰色(HueN4/4)

22 4層直上 (7.4) (3.4) (7.0) 
外暗灰色(HueN3/3)

良好 良好
内灰色(HueN5/5)

23 SO据8付2礎穴石 (8.6) 
外灰色(Hue5Y6/1)

不良 不良
内灰色(HueN5/5)

24 5層 (9.4) 
外灰色(HueN5/5)

不良 不良
外面は煉し不良により 1/3が灰白

内灰色(HueN5/5) (Hue5Y8/1)を呈する。

25 2層 (15.9) 3.5 11. 7 5.4 
外暗灰色(HueN3/3)

良好 良好
凸部中央周辺に 「肥前 ・牛島製」の刻印があ

内灰色(HueN4/4) る。

第 8表桟五類観察表

造物
出土地点

法量 (cm)
色調 焼成 煉し 備考

番号 長さ 中高 厚さ

26 4層直上 31. 1 31. 7 1.8 
外暗灰色(HueN3/3)

良好 良好
頭側面に菊文の安IJ印あり。部分的に鉄分が付着す

内暗灰色(HueN3/3) る。

27 4層直上 (15.0) (9.9) 1.9 
外暗灰色 やや

良好 内外に漆喰が付着する。
内暗灰色 不良

28 
S24 

(17.05) (15.3) 3.3 
外灰色(HueN4/4)

不良
やや 内面の一部は燥し不良で灰白 (Hue5Y8/1)を呈す

礎石据付穴 内灰色(HueN4/4) 不良 る。

29 
S24 

(7.85) (5.6) 2.2 
外灰色(HueN4/4)

不良
やや

礎石据付穴 内灰色(HueN6/6) 不良

30 
S24 外黒(HueN2/2)

不良 良好 鉄分付着。
礎石据付穴 内灰色(HueN4/4)

31 
S08-2 

(4.75) (5.4) 1. 65 
外灰色(Hue5Y)

不良 不良
内面の一部は燥し不良で灰白 (Hue5Y8/1)を呈す

礎石据付穴 内明黄褐色(Huel0YR6/6) る。内側に燥しは認められない。

32 
S08-3 

(6.15) (6.1) 1.8 
外灰色

不良 不良
礎石据{寸穴 内灰白色

33 
S08-4 

(8.6) (6.7) 1.8 
外灰色(HueN4/4) やや

不良
礎石据付穴 内灰色(HueN5/4) 不良

34 2層 (12.9) (16.6) 2.0 
外灰色(HueN4/4)

良好 良好 凹面に12条の櫛文あり υ
内灰色(HueN4/4)

35 2層 (15.0) (15.4) 2.0 
外暗灰色(HueN3/3)

良好 良好 凸面に23条の櫛文あり。
内暗灰色(HueN3/3)

S18 
外にぶい黄褐(Huel0YR4/3)

やや
36 (9.4) (7.0) 1.7 内にぶい黄褐(HueIOYR5/3) 良好 陶質瓦。表面にキラコが付く。
礎石据付穴

胎土 にぶい赤褐(Hue5YR5/4)
不良

SI9 
外黒褐(Hue2.5Y3/2) 

37 
礎石据付穴

(10.5) (11. 2) 1.7 内にぶし、黄褐(Hue10YR5/3) 良好 不良 陶質瓦。表面にキラコが付く。

胎土にぶい赤褐(Hue5YR5/4)

38 l層 (6.9) (9.2) 1. 55 
1曲調灰黄褐(Hue10YR5/2) 

良好 無
陶質施紬薬色瓦。の胎土lこO.5~3mmの黒色の砂粒が混

胎土明赤褐色(Hue5YR5/8) じり 、乳白 粘土をマーブノレ状に入る。

種別 残存状況 備考

花菱形。

第 10表 角釘・不明鉄製品観察表

造物
法量 (cm)

出土地点 素材 種別 JI同部 残存状況 備考
苔号 長さ

最大径
頭部径

43 3層 鉄 角釘 (7.5) 0.35 完形 頭から3.5cmに木質付着。

44 3居 鉄 角釘 (6.35) 0.4 0.9 完形

45 1層 鉄 角釘 (11. 1) 5.5 1. 1 頭部~JI岡部

46 3層 鉄 不明 8 0.7 両端を欠損している

第 11表 鐙観察表

造物
法盆 (cm)

番号
出土地点 素材 種別

長さ 高さ
胴部径 残存状況 備考

縦径 横径

47 1層 欽 角車違 13.9 4.5 0.8 0.75 片側の先端が欠損

48 1層 鉄 角益金 18.3 5.3 1.0 1. 1 完形

49 l層 鉄 角量き 17.6 5.15 1.1 1.0 完形

50 I層 鉄 角鐙 17.8 4.9 1. 1 1.0 完形

26 
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図版2

藤棚及びコンクリートテラス撤去前(西側から) 藤棚及びコンクリートテラス撤去後(南西側から)

調査前状況(南側から) 調査前状況 調査区南東隅(西側から)

調査区北西部検出状況 (南東側から)



図版3

SK03完掘状況と S29(南東側から) S19半裁状況 (東側から)

SOl 検出状況(南東側から) S20検出状況 (北側から)

S05-1 検出状況 (南東側から) SK02完掘状況と S06(南東側から)



図版4

SKOl完掘状況と S28(南東側から) S28検出状況 (南側から)

S02-1検出状況 (南東側から) S17検出状況 (西側から)

S18検出状況 (東側から) S18下員殻集中層拡大

S23・S24検出状況 (北東側から) S23・S24検出状況 (北側から)



図版5

S25検出状況 (北側から) S26検出状況 (北東側から)

S26検出状況 (南側から) SK05完掘状況と S07(南東側から)

S27検出状況 (東側から) S03検出状況 (南側から)

S03-1・S03-2検出状況 (東側から) S03-ト S03-2検出状況 (西側lから)



図版6

相司許

現在の御書院昭和 41年復元移転 (北西側から) 御書院縁側礎石・見切り石(南西側から)

S07と礎石据付穴検出状況 (西側から) S30・S31検出状況(南側から)

S08-1 検出状況(北西側から) S08ート S08-2 検出状況 (北西側から)

S09-1 検出状況 (南東側から) S09-1・S09-2検出状況(西側から)



図版7

S10-1検出状況 (南東側から) S10ート S10-2検出状況 (西側から)

S11-1検出状況 (西側から) S11-1付着オオヘビガイ拡大

S11-1・S11-2検出状況 (北東側から) S12-1検出状況 (北側から)

S12-1・S12-2検出状況 (南側から) S12-1 . S12-2検出状況 (西側から)



図版8

Slトト S33検出状況 (南東側から) S34検出状況 (東側から)

撹舌L4・S15 検出状況 (東側から) S13 検出状況 (北東側から)

S14検出状況 (北側から) S14検出状況 (北西側から)

S16 検出状況 (北東側から) 調査区南側4層検出状況 (西側から)



図版9

遺物番号1 遺物番号2 遺物番号3

遺物番号4 遺物番号5 遺物番号7

遺物番号6 遺物番号8 遺物番号9

遺物番号 10 遺物番号 11 遺物番号 13

遺物番号 12 遺物番号 14



図版10

遺物番号 16 桟瓦接合痕

遺物番号 15・16・17 桟E 遺物番号 17 桟五接合痕

遺物番号 18 瓦当文様と接合痕 遺物番号 19 瓦当文様と接合痕 遺物番号20 瓦当文様と接合痕

遺物番号25 凸部の刻印拡大 遺物番号26 頭側面の刻印拡大



遺物番号21

遺物番号27

SK03出土漆喰塊

遺物番号38

遺物番号28

遺物番号31

遺物番号22

遺物番号29
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遺物番号36

遺物番号37

遺物番号34

図版11

』遣しh
で盟 困 品』
四戸

遺物番号30

遺物番号 33

遺物番号32 コビキ痕

遺物番号35

弥生時代~中世の出土遺物

弥生土器 (4層上面)・須恵器 (1層)・青磁(償乱 1) 



図版12

てF圃哩書官

圃盤面圃.. 曙璽堅四

遺物番号39-42 銅製品

遺物番号43-46 角釘・棒状鉄製品

遺物番号43角釘
X線透過画像 (保存処理前) 4層直上出土 ネジ締り錠

遺物番号47-50 鎚

..Ilii>:m-._ ，ι 人l

E竺ゾ
学生ボタン (校章「高Jの字の一部)
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